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▶︎二十四節気：霜降 そうこう 10月2４日～11月７日頃　

🍁

10月23日～10月27日頃　霜始降（しもはじめてふる）
　氷の結晶である、霜がはじめて降りる頃。。

🍁

10月28日～11月1日頃頃　霎時施（こさめときどきふる）
　ぱらぱらと通り雨のように雨が降りはじめる頃。

🍁

11月2日～11月6日頃　楓蔦黄（もみじつたきばむ）
　もみじや蔦が色づいてくる頃。「紅葉」「黄葉」「山粧う（よそおう）」

朝晩の冷え込みがさらに増し、北国や山里では霜が降りはじめるころ。

🍁

11月7日～11月11日頃　山茶始開（やまつばきはじめてひらく）
　冬枯れの景色の中で山茶花が咲き始める頃。

🍁

11月12日～11月16日頃 地始凍（ちはじめてこおる）
　冬の冷気のなかで、大地が凍りはじめる頃。

🍁

11月17日～11月21日頃　金盞香（きんせんかさく）
　水仙の花が咲きはじめる頃。

▶︎二十四節気：立冬 りっとう 11月8日～11月21日頃
真冬の寒さに備えて、冬の準備を始める「こたつ開き」の時期。

▶︎ 10月3日(月)　和田八柱神社麒麟獅子舞　国・重要無形民俗文化財

 　この日のの画像を撮影されフリー公開されている岡坂さんの写真を、お借りしました。3日は行事が重なる
ため、一度も見に行くことができません。今年は、村尾喜代一さんの草鞋を初めて履いての獅子舞です。祭り
後の皆さんの感想は、しっかりしててよかったとのこと。はい、かっちり締めて作られた草鞋ですから。

vimeo動画
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　皆様、お久しぶりです。若い方には、はじめまして。田井の田中茂信です。
昨年4月末に定年退職を機に生まれ故郷に帰ってきました。就職で離れている間に、赤崎小学
校はなくなり、時間が経ったのがひしひしと感じられます。何年か前に、赤崎公民館で行われ
たミニコンサートで「ふるさと」を聞いた時にテレビで見聞きするのと違った感情が込み上げ
てきたのを鮮明に覚えています。

　私は昭和56年（1981）から建設省、後に国土交通省で主に水資源開
発や水災害対策に関わる仕事に従事してきました。後に世界の水災害に
関わることになり、土木研究所の水災害リスクマネジメント国際センタ
ー（ICHARM)を最後に、国土交通省を辞し、京都大学防災研究所水資
源環境研究センターで8年余り研究を行ってきました。どれだけ皆様に
役立つかわかりませんが、私の携わってきたことを中心に、何回かに分
けてお伝えしたいと思います。　　                  （３Pへ） 2015年 ひとさか文化祭ミニコンサート

2P

▶︎ 10月8日(日)　田井兵主神社祭り　子供たる神輿

 こどもの数がとっても少なくなりました。そのため今年のお祭りで、子ども神輿に幕を下ろすことになり、村中のお兄
さんお姉さんにも参加していただき、とても賑やかなお祭りになりました。 いつかまた再開できますように。

▶︎ 防災 特別寄稿：田中茂信 「ふるさとの防災について考える」 第1回

ようやく、秋らしい気候にな
りました。赤崎ではおごそか
に湯立ちの儀が行われまし
た。「湯炊き」と思い違いを
してました。湯立ちです。

▶︎ 10月11日(水)　赤崎三柱・八柱神社祭り
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▶︎ 気になる災害 ② 三陸津波：釡石市唐丹湾と本郷に学ぶ　便利と安全のバランス

　このことは、写真Bの小白浜漁港に所属する漁船がトンネルを通って出口の近くにあったことでわかりました。
写真Cの小白浜漁港の大津波にも対応できる高さ12.5mの津波防潮堤の説明には「避難に勝る防護なし」と書かれてい
ます。大津波に対応できる防潮堤であるといいながら、「避難に勝る防護なし」と、自然の外力に上限がないと注意を
うながしています。
 今一度、私たちの住んでいるところや川、道路、山などの現状およびどのように変わってきたのかを含め、便利にな 
った反面、想定外の大雨などの際に思いもしなかったことが起きやしないかと想像を広げて、今一度防災を考えてみま
せんか？堤防で川の流れを変えたようなところでは、大洪水の時は元の流路を流れることがあります。浜坂病院は旧河
川敷にあります。平成2年の台風で浸水したことは大正・昭和生まれの方は記憶されているのではないでしょうか？

▶︎▶︎次回11月号では、「山津波」についてを予定しています。

　10月10日や11月3日は晴れの特異日ということで、晴れる確率が高いということですが、必ずしも晴れるとは限りませ
ん。私は1997年以降、災害をもたらすような大雨の確率について研究をしてきました。災害が起きた後に「今回の雨は50
年に１度の大雨だった」などと言われますが、これは「非常に長い期間、例えば何万年もの間に平均して50年に１度の割
合で起こる」起こりやすさを示しています。100年あたり２回、1000年あたり20回起こることになります。あくまでおし
なべて言えることで、いつ起きるかはわからないのです。続けて起きることもありえます。そうでないこともあります。

　2000年9月11日、東海豪雨が愛知県・岐阜県を襲いました。名古屋は新川の破堤で大変なことになりました。その時、
豊田市を流れる矢作川の上流にわずか1日半で600mm余りの雨が降り、至る所で沢が土砂崩れを起こしました。上流部で
は川に沿って作られた道路が、線形の改良でトンネルと橋梁で比較的まっすぐになっていましたが、土石を含む洪水流はト
ンネルを流れていました。中流部では川沿いの道路を越えて洪水が走り、道路沿いの家屋は土壁や家財が流され柱だけにな
っていました。災害を受けた地区の住民に話を聞くと、被災した住民は「また今年も台風などで大水が出るのではないかと
怖い」と言い、被災しなかった人は「あれは100年に1度の洪水だからもう我々が生きている間は大丈夫だ」と言う。同じ
災害を目にして、被災の有無でこんなに印象が異なるものかと驚きました。壊れた施設の復旧だけでなく、より安全な状況
にすることが必要だと思っていた時に皆が賛成するとは限らず、復旧計画の策定は容易ではないと思いました。

▶︎ 気になる災害 ① 東海豪雨：現場は語る　復旧計画の難しさ

　2011年3月11日に東日本の太平洋側を襲った津波
は、津波対策の先進地である三陸地方の堤防を越え、
壊滅的な被害をもたらしました。三陸はリアス式海岸
で有名で、谷毎に浜があり集落があります。唐丹(と
うに)というところでは、位置図の「＋」の左上にあ
るトンネルで山を貫いて、隣の本郷地区の津波堤防の
内陸側に短距離でアクセスできるようになっていまし
た。津波は写真Aの唐丹湾からトンネルを通って本郷
地区を襲いました。

唐丹位置図（国土地理院地図より）

唐丹湾

本郷地区

写真A:小白浜漁港の被災した津波堤防の向こ
うにトンネルの入り口が見える

写真C:小白浜漁港
津波防潮堤の説明板

写真B:トンネルの出口付近に
打ち上げられた漁船

▶︎ 防災 特別寄稿：田中茂信 「ふるさとの防災について考える」 第1回
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎631番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail toshienikaido@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　http : / /akasak i . s t r i k ing ly .com/
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▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40　赤崎　14:50~15:05 　　田井　15:50~16:05　指杭　16:10~16:25
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